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1. さきに、福井理論と Woodward-Hoffmann 理論の統一理論に関連して、軌道相関図に非

交差則を適用する必要がないこと 1)、および時間依存の Schrödinger 方程式と云えども非定

常状態を正確には記述できないこと 2)を指摘した。 これらの問題に関して提唱者である

Neumann-Wigner および Schrödinger がそれぞれの原論文でどのように述べているかを明

らかにすると共に、量子化学反応動力学との関係について考察する。

２．Neumann と Wigner は、”Űber das       
Verhalten von Eigenwerten bei adiabatishen 
Prozessen”という論文 3) で Fig. 1 を挙げ、

主に断熱変化における系のエネルギーE の

挙動を論じている。しかし、その後半の

数行に「変化の速度が大きい場合、エネル

ギーは非交差とはならず、E2→E1 のよう

に変化する」と述べている。その後、この

記述が顧みられることなく無視されてきた

のは、化学素反応の速度が的確に認識され

てこなかったためと思われる。

３．Schrödinger は“Quantisierung als
Eigenwertproblem” という論文 4) の

中で、微分形の時間依存波動方程式(1)
の解に関して、「時間 t に ついて、エネ

ルギーE に関する周期因子(2)で表される

解ではなくて、4 次の波動方程式をつかみ

出さなければならないが、これには成功

しなかった」と述べている。

その後、この記述がどのように受け止め

られているのであろうか。

ここでは、式(3)を用いた微分演算法 5)、

および広く用いられている式(4)の
適用例 6)の奇妙さについて考察する。
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Fig. 1 The electronic state diagram shown
in the Neumann-Wigner’s paper3).
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